
P.1/38

当社の農業機械用Vベルト設計検討プログラムをご利用いただき誠にありがとうございます。
ご不明な点は当社へご相談下さい。
※各タブの”ヘルプ”から問い合わせください。

【操作ガイド】
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P.3/381.プログラムフロー

XXX開発機種名
使用機械

HST駆動用途
日本⼊⼿地域

ベルト LC形
AG8A仕様
ばねタイプ

テンショナー (-325.0, 50.0)アーム支点位置
130mmアーム⻑さ

レイアウト条件

 座標 X,YorZ (駆動プーリ基準で時計回り）
 テンションプーリ座標は不要です。

(初期はアーム回転角度0°で描画します。)
 ベルトサイズを指定することでテンションプーリ

位置は自動的に求まります。
 プーリ(軸)数は12迄対応可。

検討条件をご準備下さい

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

ベルト回転方向

軸No.1

駆動(DR)

(0,0)
φ250

軸No.2

従動(DN)

(-650,0)
φ180

軸No.3

テンションプーリ(Ten)
φ100アーム支点位置

(-325.0,50.0)

アーム長さ

130mm

条件
抽出



P.4/381.プログラムフロー

従動軸負荷
[kW]

使用頻度
[％]

駆動軸回転数
[rpm]

負荷条件 30.080.02500条件1
60.020.02500条件2

※条件数は10迄対応可。使用頻度の合計は100％になるようにしてください。

検討条件

条件
抽出

検討条件をご準備下さい

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

1.0 (※1.0が初期値で⼊⼒されています。変更可。）過負荷係数
2掛け本数
500時間寿命目標値
60℃雰囲気温度
理論張⼒張⼒設定
無ベルトクラッチの有無



P.5/381.プログラムフロー スタート画面

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

☞詳細⼿順、注意点
P.34



P.6/381.プログラムフロー ⼊⼒タブ

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

☞詳細⼿順、注意点
A︓固定テンショナー/回転移動
P.17~19

B︓固定テンショナー/直線移動
P.22~24

C︓ばねテンショナー/回転移動
P.27~29

⼊⼒後、押下



P.7/381.プログラムフロー ⼊⼒タブ

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

アーム回転角度0.0°で
レイアウトが描画される

☞詳細⼿順、注意点
A︓固定テンショナー/回転移動
P.17~19

B︓固定テンショナー/直線移動
P.22~24

C︓ばねテンショナー/回転移動
P.27~29



P.8/381.プログラムフロー ⼊⼒タブ

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

アーム回転角度0.0°で
レイアウトが描画される

近しい78.00を選択

78.00inchは78.74inchより短く
移動軸は反時計回りに回転する

“反時計回り”を選択
⼊⼒・選択後、押下

☞詳細⼿順、注意点
A︓固定テンショナー/回転移動
P.17~19

B︓固定テンショナー/直線移動
P.22~24

C︓ばねテンショナー/回転移動
P.27~29



P.9/381.プログラムフロー ⼊⼒タブ

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

ベルトサイズLC-78で
レイアウトが描画される

合致を確認

☞詳細⼿順、注意点
A︓固定テンショナー/回転移動
P.17~19

B︓固定テンショナー/直線移動
P.22~24

C︓ばねテンショナー/回転移動
P.27~29



P.10/381.プログラムフロー ⼊⼒タブ

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

⼊⼒・選択後、押下

☞詳細⼿順、注意点
A︓固定テンショナー/回転移動
P.20

B︓固定テンショナー/直線移動
P.25

C︓ばねテンショナー/回転移動
P.30



P.11/381.プログラムフロー 結果タブ

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

判定結果確認

☞詳細⼿順、注意点
P.31~32



P.12/381.プログラムフロー 結果タブ

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

☞詳細⼿順、注意点
P.33



P.13/381.プログラムフロー pdf

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

機能性及び耐久性は実機
にて十分な評価をお願い致
します。



P.14/381.プログラムフロー pdf

①
使用条件抽出

②
言語, テンショナータイプ等選択

③
レイアウト調整, ベルトサイズ決定

④
検討条件⼊⼒

⑤
結果, pdf.出⼒

⑥
pdf.

機能性及び耐久性は実機
にて十分な評価をお願い致
します。



P.15/382.タブの説明

➀ ➁

①︓ベルトサイズを決定後、設計検討を実施します。
Ⓐ︓ベルトのラインナップをご確認いただけます。

・設計検討は➀,②の順に進めます。

Ⓐ



P.16/383-1-A)⼊⼒タブ:⼊⼒⼿順 A:固定テンショナー/回転移動

➀

➁
③

④

⑤

⑦
⑥

⑧ ⑨
⑩

⇨ ①開発機種名,用途は空欄可
⇨ ②にて移動軸プーリの座標は、⼊⼒

不要
⇨ ③の移動軸回転方向は“反時計回

り”を選択
⇨ ④のボタン押下でアーム回転角0.0°

のレイアウト図を描画
⇨ ⑤で希望サイズを選択・指定
⇨ ⑥で移動軸回転方向を再確認
⇨ ⑦のボタン押下で⑤で選択・指定し

た希望サイズでレイアウトを描画
⇨ ⑧検討条件を⼊⼒
⇨ ⑨検討条件を⼊⼒

張⼒設定は“理論初張⼒”、
“設定張⼒”のどちらかを選択
“設定張⼒”は任意の張⼒⼊⼒可

⇨ ⑩のボタン押下で結果タブへ



P.17/383-2-A)⼊⼒タブ:ベルト選択 A:固定テンショナー/回転移動

・形 --- 要望の形を選択
・仕様 --- 要望の仕様を選択
※地域 --- スタート画面で事前に選択【P5.参照】

➀



P.18/383-3-A)⼊⼒タブ:ベルトサイズ決定 A:固定テンショナー/回転移動

➁
③

④
⇨ ②駆動プーリをNo.1とし時計回りに⼊⼒（移動軸プーリの座標は⼊⼒不要）

プーリ位置(内・外)を選択 プーリ径(JIS外径)を⼊⼒
⇨ ③の移動軸回転方向は“反時計回り”でよい
⇨ ④のボタン押下でアーム回転角0.0°のレイアウト図を描画 ⻑さピッチ周⻑78.74inch

軸No.1

駆動(DR)

(0,0)
φ250

軸No.2

従動(DN)

(-650,0)
φ180

軸No.3

テンションプーリ(Ten)
φ100アーム支点位置

(-325.0,50.0)

アーム長さ

130mm



P.19/383-3-A)⼊⼒タブ:ベルトサイズ決定 A:固定テンショナー/回転移動

⑤

⑦
⑥

⇨ ⑤で希望サイズを選択・指定 78.00inchを選択
⇨ ⑥で移動軸回転方向を再確認 78.74inchから78.00inchに⻑さピッチ周⻑が短くなるので、移動軸の回転方向は

“反時計回り”となる 移動軸の回転方向は“反時計回り”を選択する。
⇨ ⑦のボタン押下で⑤で選択・指定した希望サイズ(78.00inch)でレイアウトを描画 ベルトサイズは LC-78 となる。

78.00inchで移動していることを確認



P.20/383-4-A)⼊⼒タブ:検討条件⼊⼒ A:固定テンショナー/回転移動

⑧ ⑨
⑩

⇨ ⑧負荷条件を⼊⼒（駆動軸負荷は自動⼊⼒, 移動軸負荷は0.0を⼊⼒ください）
⇨ ⑨張⼒設定は“理論初張⼒”、“設定張⼒”のいずれかを選択

“設定張⼒”を選択すれば任意の張⼒で設計検討可 (但し、設定張⼒≧理論初張⼒)
⇨ ⑩押下 結果タブへ



P.21/383-1-B)⼊⼒タブ:⼊⼒⼿順 B:固定テンショナー/直線移動
⇨ ①開発機種名,用途は空欄可
⇨ ②にて移動軸プーリの座標は、可動

域内の座標を⼊⼒
⇨ ③を⼊⼒
⇨ ④のボタン押下で②で⼊⼒した座標

でレイアウト図を描画
⇨ ⑤で希望サイズを選択・指定
⇨ ⑥で移動軸の移動方向を再確認
⇨ ⑦のボタン押下で⑤で選択・指定し

た希望サイズでレイアウトを描画
⇨ ⑧検討条件を⼊⼒
⇨ ⑨張⼒設定は“理論初張⼒”、

“設定張⼒”のどちらかを選択
“設定張⼒”は任意の張⼒⼊⼒可

⇨ ⑩のボタン押下で結果タブへ

➀

➁
③

④

⑤

⑦
⑥

⑧ ⑨
⑩



P.22/383-2-B)⼊⼒タブ:ベルト選択 B:固定テンショナー/直線移動

・形 --- 要望の形を選択
・仕様 --- 要望の仕様を選択
※地域 --- スタート画面で事前に選択【P5.参照】

➀



P.23/383-3-B)⼊⼒タブ:ベルトサイズ決定 B:固定テンショナー/直線移動

⇨ ②駆動プーリをNo.1とし時計回りに⼊⼒。
移動軸プーリの座標は、可動域内(なるべく中央)の座標 (ここでは(-196.5, 50)とした)を⼊⼒

プーリ位置(内・外)を選択 プーリ径(JIS外径)を⼊⼒
⇨ ③の移動方向の角度はY軸平⾏に直線移動するとしたので“90”もしくは“270”でよい
⇨ ④のボタン押下で移動軸プーリ座標(-196.5, 50)のレイアウト図を描画 ⻑さピッチ周⻑78.72inch

➁
③

④

(-196.5,50)

φ100

軸No.2

従動(DN)

(-650,0)
φ180

軸No.3

テンションプーリ(Ten)

軸No.1

駆動(DR)

(0,0)
φ250



P.24/383-3-B)⼊⼒タブ:ベルトサイズ決定 B:固定テンショナー/直線移動

⇨ ⑤で希望サイズを選択・指定 78.00inchを選択
⇨ ⑥で移動軸の移動方向を再確認 78.72inchから78.00inchに⻑さピッチ周⻑が短くなるので、移動軸の移動方向の

角度は “90°”となる 移動軸の移動方向の角度は“90”を⼊⼒する。
⇨ ⑦のボタン押下で⑤で選択・指定した希望サイズ(78.00inch)でレイアウトを描画 ベルトサイズは LC-78 となる。

⑦
⑥

⑤

78.00inchで移動していることを確認



P.25/383-4-B)⼊⼒タブ:検討条件⼊⼒ B:固定テンショナー/直線移動

⑧ ⑨
⑩

⇨ ⑧負荷条件を⼊⼒（駆動軸負荷は自動⼊⼒, 移動軸負荷は0.0を⼊⼒ください）
⇨ ⑨張⼒設定は“理論初張⼒”、“設定張⼒”のいずれかを選択

“設定張⼒”を選択すれば任意の張⼒で設計検討可 (但し、設定張⼒≧理論初張⼒)
⇨ ⑩押下 結果タブへ



P.26/383-1-C)⼊⼒タブ:⼊⼒⼿順 C:ばねテンショナー(回転移動)

➀

➁
③

④

⑤

⑦
⑥

⑧ ⑨
⑩

⇨ ①開発機種名,用途は空欄可
⇨ ②にて移動軸プーリの座標は、⼊⼒

不要
⇨ ③の移動軸回転方向は“反時計回

り”を選択
⇨ ④のボタン押下でアーム回転角0.0°

のレイアウト図を描画
⇨ ⑤で希望サイズを選択・指定
⇨ ⑥で移動軸回転方向を再確認
⇨ ⑦のボタン押下で⑤で選択・指定し

た希望サイズでレイアウトを描画
⇨ ⑧検討条件を⼊⼒
⇨ ⑨張⼒設定は“理論初張⼒”、

“設定張⼒”のどちらかを選択
“設定張⼒”は任意の張⼒⼊⼒可

⇨ ⑩のボタン押下で結果タブへ



P.27/383-2-C)⼊⼒タブ:ベルト選択 C:ばねテンショナー(回転移動)

・形 --- 要望の形を選択
・仕様 --- 要望の仕様を選択
※地域 --- スタート画面で事前に選択【P5.参照】

➀



P.28/383-3-C)⼊⼒タブ:ベルトサイズ決定 C:ばねテンショナー(回転移動)

➁
③

④
⇨ ②駆動プーリをNo.1とし時計回りに⼊⼒（移動軸プーリの座標は、⼊⼒不要）

プーリ位置(内・外)を選択 プーリ径(JIS外径)を⼊⼒
⇨ ③の移動軸回転方向は“反時計回り”でよい
⇨ ④のボタン押下でアーム回転角0.0°のレイアウト図を描画 ⻑さピッチ周⻑78.74inch

軸No.1

駆動(DR)

(0,0)
φ250

軸No.2

従動(DN)

(-650,0)
φ180

軸No.3

テンションプーリ(Ten)
φ100アーム支点位置

(-325.0,50.0)

アーム長さ

130mm



P.29/383-3-C)⼊⼒タブ:ベルトサイズ決定 C:ばねテンショナー(回転移動)

⑤

⑦
⑥

⇨ ⑤で希望サイズを選択・指定 78.00inchを選択
⇨ ⑥で移動軸回転方向を再確認 78.74inchから78.00inchに⻑さピッチ周⻑が短くなるので、移動軸の回転方向は

“反時計回り”となる 移動軸の回転方向は“反時計回り”を選択する。
⇨ ⑦のボタン押下で⑤で選択・指定した希望サイズ(78.00inch)でレイアウトを描画 ベルトサイズは LC-78 となる。

78.00inchで移動していることを確認



P.30/383-4-C)⼊⼒タブ:検討条件⼊⼒ C:ばねテンショナー(回転移動)

⑧ ⑨
⑩

⇨ ⑧負荷条件を⼊⼒（駆動軸負荷は自動⼊⼒, 移動軸負荷は0.0を⼊⼒ください）
⇨ ⑨張⼒設定は“理論張⼒”、“設定張⼒”のいずれかを選択

“設定張⼒”を選択すれば任意の張⼒で設計検討可 (但し、設定張⼒≧理論張⼒)
⇨ ⑩押下 結果タブへ



P.31/384.結果タブ:設計検討結果,判定結果 固定テンショナー
条件欄クリックで各条件の結果を表示

固定テンショナーの場合は
取付推奨張⼒を表示 NG判定項目についてコメントを表示



P.32/384.結果タブ:設計検討結果,判定結果 ばねテンショナー
条件欄クリックで各条件の結果を表示

ばねテンショナーの場合は
テンション荷重値を表示



P.33/384.結果タブ:pdf.作成

⑪押下で印刷準備画面を表示
→⑫用紙サイズ、印刷言語の選択及び諸条件⼊⼒
→⑬”pdf作成”押下

⑪

⑫
⑬



P.34/385.補足:スタート画面_テンショナータイプ, ベルト⼊⼿地域選択

ベルト⼊⼿地域で下記が異なります。
・選択/計算可能なベルト種類
・選択するベルトリスト

テンショナータイプを選択ください。
※最小軸数は3軸



P.35/385.補足:⼊⼒条件再⼊⼒⼿順

結果タブから⼊⼒タブに戻り”再⼊⼒”押下



P.36/385.補足:⼊⼒条件再⼊⼒⼿順

“再⼊⼒”押下後は最初の検討状態に戻る
※以降の⼿順は繰返し



P.37/385.補足:ファイル機能

• ⼊⼒タブの”ファイル”→”開く”で再読込み
※テンショナータイプは読込みファイルに応じ自動切替え

• 各タブの”ファイル”から各画面へ移動可
※⼊⼒条件は初期化

• 検討完了後、各タブの”ファイル”→”名前を付けて保存”
でファイル形式を保存

ファイルを開く場合は、保存したファイルと同じ地域・規格を選択する必要があります。



P.38/386.製品紹介ベルトタブ

Ⓐ︓設計検討可能なベルトの
ラインナップを確認頂けます。


